
　11 月 11日 （水） 19：15～20：45   ①第5講
　11月 18日 （水） 19：15～20：45   ②第5講
　11月 25日 （水） 19：15～20：45   ③第5講
※受付開始時間は19：00となります。90分講義。

　10 月 14日 （水） 19：15～20：45 ②第4講
　10月 21日 （水） 19：15～20：45   ③第4講

　10 月 7日 （水） 19：15～20：45   ①第4講
　　9 月 16日 （水） 19：15～20：45   ③第3講
　　9 月 9日 （水） 19：15～20：45   ②第3講
　　9 月 2日 （水） 19：15～20：45   ①第3講
　　8 月 26日 （水） 19：15～20：45   ③第2講
　　8 月 19日 （水） 19：15～20：45 ①第2講
　　8 月 5日 （水） 19：15～20：45   ②第2講
　　7 月 22日 （水） 19：15～20：45   ③第1講
　　7 月 16日 （木） 19：15～20：45   ②第1講
　　7 月　8日 （水）　19：15～20：45   ①第1講

『北海道独歩塾講座北海道の「自立」と「自覚」申込み』と明記の　
うえ、下記1)～5)の項目をE-mailもしくはFaxにて、北海道独歩塾
事務センターまでご連絡ください。
　　1)氏名（カナ）、　2)住所、　3)TEL、　4)メールアドレス、
　　5)ご職業（社名・部署名・役職名）　
　

＜北海道独歩塾　事務センター＞
E-mail ：info@kankyo-planning.org 　 FAX：011-398-7395
　北海道札幌市北区あいの里3条8丁目1-21
　　　フジモトコンサルティングオフィス合同会社内 　　

1.　アジアにおける北海道とEUにおける　
　　デンマークとの対比論
2.　日本での北海道の経済的位置付け
3.　人的/資源的/環境的な北海道の
　　現状と今後
4.　北海道および地域社会のあるべき姿
5.　北海道独歩のための戦略・戦術

1.　欧州における再生可能エネルギー
2.　北海道における再生可能エネルギー
　　（風力・バイオマス・地熱・排熱等）
3.　北海道における環境配慮活動現状
4.　家庭における自然エネルギー利用
5.　自然エネルギー推進のための政策/
　　仕組み事例

1.　北海道開発の歴史と今後
2.　北海道経済の特徴と向かうべき方向
3.　北海道中小企業の実態
4.　実践的中小企業経営論
　　（サステイナブル・グロウス戦略論）
5.　これからの地域経済の在り方
　　 （講師3人と受講者での討議含む）

①地理上・政治/経済上の北海道（５コマ） ②環境経営と自然エネルギー（５コマ） ③環境経営と企業経営（５コマ）

※開催日程およびカリキュラムが変更になる場合があります。

□　河野　容久 　環境プランニング学会　理事兼事務局長　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　 東京理科大学大学院／法政大学大学院　特別講師　　　
　　　　　　　　　　　 NPO環境アリーナ研究機構　副理事長　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　 株式会社KTC代表（資生堂・電通・ブリヂストン等をコン　
　　　　　　　　　　　　サルティングしつつ、環境と地域経済の両立モデル構築
　　　　　　　　　　　　のため本年4月に横浜より北海道旭川市近郊に移住）
□　岩井　尚人　　環境プランニング学会　北海道フォーラム委員長　　　　　
　　　　　　　　　　　 ＩＥＰＯ（IWAI Environmental Planning Office)　代表　　
　　　　　　　　　　　 （北海道大学卒業後・北海道電力を経て環境配慮　　　　

　　　　　　　　　　　　　ナビゲーターとして北海道グリーンファンドや道内　　　
　　　　　　　　　　　　　地方公共団体等に関わっている）
　　　　　　　　　　　 法政大学大学院　特別講師
□　藤本　康男　　環境プランニング学会　北海道フォーラム　副委員長　　
　　　　　　　　　　　 フジモトコンサルティングオフィス合同会社　代表
　　　　　　　　　　　 （北海道大学卒業後・キヤノン・税理士事務所を経て　　
　　　　　　　　　　　　　税理士として独立。道内中小企業の環境経営推進や
　　　　　　　　　　　　　道外への販路拡充を支援している）

※環境プランニング学会　http://www.kankyo-planning.org/　　　　　　　　　
※環境プランナー協議会 http://www.kankyo-planner.org/index.html

　　　

先着　15 名

3,000円／１講義（税込、資料代含む）
（学生の場合は1,500円／1講義）
※70%以上の受講で北海道独歩塾卒業　
　証書授与となります。卒業者は、今後の
　協働や研究会参画が可能となります。

　　北海道と人口がほぼ同等の約５５０万人の国、国土が北海道の約半分の国、デンマーク。北海道と人口がほぼ同等の約５５０万人の国、国土が北海道の約半分の国、デンマーク。
　食料自給率３００％、エネルギー自給率１５６％、国家として２．４兆円の黒字でかつ１人あたりの貿易額は日本の約３倍、　食料自給率３００％、エネルギー自給率１５６％、国家として２．４兆円の黒字でかつ１人あたりの貿易額は日本の約３倍、
大企業も首都ではなく起業した地方都市に工場や事業所を持ち、健全な経済運営がなされているデンマーク。大企業も首都ではなく起業した地方都市に工場や事業所を持ち、健全な経済運営がなされているデンマーク。
　このような経済の仕組みが、デンマーク同様に北海道で構築できないはずがありません。北海道は、デンマークよりも　このような経済の仕組みが、デンマーク同様に北海道で構築できないはずがありません。北海道は、デンマークよりも
土地が肥沃で国土は約２倍。北海道は、デンマーク以上に発展し、環境と経済が両立したモデルが構築できる場所です。土地が肥沃で国土は約２倍。北海道は、デンマーク以上に発展し、環境と経済が両立したモデルが構築できる場所です。
　　豊富な食料、きれいな水と空気があり、豊富な自然から自然エネルギーも十分に産出できる北海道。これだけの秀でた豊富な食料、きれいな水と空気があり、豊富な自然から自然エネルギーも十分に産出できる北海道。これだけの秀でた
地の利を活かすためにも、自らの意見を持ち行動していく人格を切磋琢磨し形成していくことが必要です。地の利を活かすためにも、自らの意見を持ち行動していく人格を切磋琢磨し形成していくことが必要です。
　　北海道の素晴らしさとそれを活かすための「知識」と「知恵」と「自覚」、そのことを体系化するべく本講座を開設します。北海道の素晴らしさとそれを活かすための「知識」と「知恵」と「自覚」、そのことを体系化するべく本講座を開設します。
　本講座を通じて、是非北海道の地域経済を自立し独歩させて行きましょう。　本講座を通じて、是非北海道の地域経済を自立し独歩させて行きましょう。

北海道独歩塾講座　北海道独歩塾講座　 北海道の北海道の｢｢自立自立｣｣とと｢｢自覚自覚｣｣

北海道環境サポートセンター
札幌市中央区北４条西４丁目１　　 　　　
伊藤・加藤ビル４階（札幌駅南口徒歩2分）
ＴＥＬ　011－218－7881

http://www.heco-spc.or.jp/info/intro/intro_02.html

コース開催日程 講師と経歴

カリキュラム

お申し込み

会場

受講料

定員


